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食の安全を守る
自動認識システム　前編
    
バーコードをはじめとする自動認識システムは、昔から食品の製造

過程のあらゆるシーンで活用され、食の安全に寄与してきました。今回

は食品加工現場における自動認識技術の活用実態を踏まえトレーサビ

リティシステムについて紹介します。

食の安全はどのように
守られているか

トレーサビリティだけは
安全を守れない？

食の安全を可視化する
自動認識システム

なぜ食品加工の多くの場面でバーコード

システムが使われてきたのでしょうか。

昨今、ニュースなどで取り上げられること

が多くなってしまった『食の安全』という言

葉にすべてが表されています。

食品加工は消費者の健康と直結してい

ます。大袈裟な話ではなく、製造ミスは消

費者の生命に直結しているのです。『食の

安全を守る』ことは食品加工会社にとって

は何を置いても守らなければならない最

重要項目なのです。この『食の安全を守

る』ために沢山の加工工場では2次元コー

ド（バーコード）をキーとした自動認識シス

テムが活躍しています。

いささか話が飛躍しますが、食の安全を

守るためにはつまり自動認識システムは

食の安全を守ることもできるシステムという

ことです。

では『自動認識システム』がなぜ食の安

全を守れるのか、説明していきましょう。

食の安心・安全を守るために必要なこと

は決して多くありません。「指示された原

料」を「レシピどおり」確実に生産し、その

過程を「正確に記録」しておけば基本的に

食の安全は守ることができます。

このようにお話しすると「うちはちゃんとト

レーサビリティを確立して生産記録を収集

しているから大丈夫」と考えられることがあ

ります。しかし単に「生産履歴を収集する」

トレーサビリティシステムを構築しただけで

は食の安心・安全を守る事はできません。

例えば加工プロセスを経ることによって

原材料の賞味期限を変更しないとならな

い場合があるとしましょう。ところが作業者

が間違ってこの変更を行わなかった場合、

生産履歴を単に収集するだけではこのミ

スを見抜けない可能性があります。食の安

全を脅かす危険は、これ以外にも加工現

場には色々と潜んでおり、単に生産履歴

を収集するだけでは取り除けない場合が

多いのです。

消費者の間にも定着した「トレーサビリ

ティ」という言葉は、企業のリスクマネージ

メントやブランドイメージの向上に貢献しま

す。一方、このトレーサビリティシステムを

導入した生産現場では作業量が単に増え、

その結果生産効率の低下や注意力の低

下を招き食の安全を脅かす危険を作った

り、効率低下という逆効果を生み出したり

する場合もあります。

２次元コードやバーコードをはじめとする

自動認識システムは、自動認識の名のと

おり物と情報を自動で認識させることがで

きます。この仕組みを利用することによっ

て作業者への負担や作業者による判断や

認識を最小限にし、人が介在すればする

ほど発生する可能性が高い『ポカミス』や

作業の習熟度が直結する『能力差による

品質のバラつき』を削減することができま

す。また自動認識の技術はシステムの

キーとして必要ですが、作業自体を制限

するものではありません。つまり自動認識

をキーとして自由にプロセスを設計できる

とても自由度の高いものなのです。

また、「リアルタイム」かつ「正確な生産履

歴」は情報の精度と鮮度を格段に向上さ

せ、現在の状態を可視化することにつな

がります。このように２次元コードやバー

コードのシステムがもたらすメリットが、ひ

いては食の安全を守ることになるのです。

●ＰＤＡタイプハンディターミナル　TBR-6500

大型液晶タッチパネルで高い視認性と操作性を誇

るＰＤＡタイプのハンディターミナル TBR-6500は、

粉塵や水滴など耐環境性能に優れ、操作ストレス

なく作業できる、食品業界には最適の１台です。

WindowsCE搭載でプログラム開発も容易。開発工

数を抑えつつ、自由かつよりビジュアルな操作画

面を作ることができます。。

TBR-6500



Ｑ．どういう基準でハンディターミナルを選んだらいいですか？

Ａ． ハンディターミナルの選択にはいくつかのポイントがあります。その一つが操作を基

準に選ぶ方法です。

データ収集が中心の業務では読取作業を重視して、画面が小さくても小型のものを選

ぶと良いでしょう。逆に作業確認や作業指示が必要な業務のときは視認性を重視するの

で、大画面タイプを選ぶことをお勧めします。
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● 展示会情報 　

第６回 自動認識総合展 大阪 終了

２月１２・１３日の２日間にわたってマイドームおおさかにて開催された『第６回自動認識展 大阪』に出展、

会場には昨年同様、多くのお客様のご来場を賜り、盛況のうちに終了いたしました。

当社ブースではＲＳＳ／ＲＳＳ合成シンボルのインライン／オフライン検証機、に注目が集まり、着実に

普及が進んでいることが感じられました。

資料のご請求、製品のデモなどにつきましては最寄りの営業所、営業部までお問い合わせください。

 

自動認識を活用したシステムは、原材料が起点となります。そ
のためこの部分に2次元コードやバーコード、原産地表示、賞味
期限、ロット/シリアルナンバーなどを入れたラベルが必要とな
ります。

しかしながら、現実的には原材料メーカー全てで納入時にこ
のようなラベルを貼付していません。その為、加工工場で原材料
を受け入れる時にいかに効率的かつミスのない仕組みでラベ
ルを貼り付けるかが重要になります。

●自動認識を活用した『食品トレーサビリティ』フロー図


